
2
89 89 80 80 80 81

％
81.7 84 78.9 80.6 - -

2932  視覚障がい者用広報作成事業

音声録音テープ利用者数
3

7 7 7 7 7 7
件

6 6 5 4 - -

7801  市民対話促進事業

市長とのお気軽トークの開催数
4

15 15 15 15 15 15
回

13 7 7 2 - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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前期基本計画 平成２８年度 施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進
０４ 積極的なＰＲと対話による情報の共有

企画政策課長  熊谷和久

１．施策の平成28年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

市民主体による「幸福感を育む地域づくり」に向けた機運の醸成には、市政の方針や政策・施策・事業及び地域の情報など

が、確実に市民に届く必要があります。これらの情報を各種懇談会、広報紙、ホームページなどの様々な手段で積極的にPR

し、市民と市行政が心の通った対話を進めることで、市行政を理解し主体的に地域づくりに関わる市民の拡大を図ります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

広報たきざわを読んでいる人の割合

1 80 80 80 81 81 Ａ
％ 79.5

78.9 80.6 - - - 73.3

幸

福

広報やインターネット等で、地域の情報を収集・発信している人の割合

2 24 26 28 30 32 Ｄ
％ 23.2

26.5 22.5 - - - △8.0

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

950  滝沢市ホームページ管理運営事業

普段の生活に必要な情報が伝わっていると感じている人の割合
1

59 60 47 48 49 50
％

53.3 54.5 44 41.5 - -

1816  広報発行事業

広報たきざわを読んでいる人の割合



針

ありません。

(１) 

に

平成30年度方針策定

つ

に際し、今後の方向性

い

や引継課題

【今後の方

て

向性】

世代ごとの周知

の

の方策を考える必要が

達

あります。広報紙の紙

成

面の見直しが行われた

（

ことから、掲載情報の

実

セグメントについ

て検

現

討する必要があります

）

。また、対話について

状

も、世代ごとの対話の

況

場について他課と連携

Ｂ

しながら考える必要が

概

ありま

す。

【引継課題

ね

】

平成29年8月26

達

日に開催する学生フェ

成

スを踏まえ、若い世代

し

への情報発信について

た

の検討、取組、評価が

Ｂ

必要となります。

また

概

、大学との連携を踏ま

ね

えながら、情報の共有

達

形態（イベント開催・

成

学生の地域づくり参加

し

）について模索する必

た

要があ

ります。

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり

様式Ｇ 最終更新日：平成29年07月18日 2頁

前期基本計画 平成２８年度 施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進
０４ 積極的なＰＲと対話による情報の共有

企画政策課長  熊谷和久

２．施策の実現に向けての平成28年度までの取り組み状況を分析する

・展開スケジュールで記す「より市民が読みたくなる広報紙」

政

について、平成27年

 

度にアンケート調査を

 

行い、見直しに向

けた

 

課題を把握した上で、

 

平成28年度に庁内に

策

プロジェクトを設け７

:

回の検討を経て、広報

基

紙の見直しを実施しま

本

した。

・市政懇談会の

施

実施形態を見直し、１

策

１地区の地域づくり懇

:

談会単位を基本とした

施

形に変更しました。

・

 

情報発信の方法の多様

 

化と対話の形式の検討

 

については、地方創生

 

事業による地域づくり

策

紹介ＤＶＤの配布を全

:

自治会に

行いました。

施

ホームページについて

策

も、ＳＮＳとの連携を

担

進めています。

(２)

当

 基本計画内の取り組

職

みと方針のうち、平成

・

28年度の重点課題の

氏

達成（実現）状況

【重

名

点課題】

防災行政無線

(

放送施設の更新

【重点

１

課題に対応した達成状

)

況】

防災行政無線につ

 

いては、平成27年度

施

繰越明許事業となった

策

、同報系無線について

目

の整備を終えました。

標

移動系については

、課

の

題の把握を行い、防災

達

防犯課へと事務の移管

成

が行われました。

３．

（

施策の実現に向けての

実

平成28年度実施後で

現

の変化を認識する

若い

）

世代の情報収集ツール

に

が、スマートフォン中

向

心となり、使用するア

け

プリケーションについ

た

てもLINEが主とな

基

っています

。ただし、

本

若者が求める情報であ

計

るか否かという点で、

画

行政情報は検索又は収

期

集の対象にもなってい

間

ない場合が多く、若い

内

世代への情報伝達が難

の

しい側面を持つことも

取

明らかになっています

り

。

基本施策達成のため

組

の積極的な総合計画の

み

PRと市民との対話は

と

欠かせないものであり

方

、施策の見直しは必要



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画

様式Ｇ 最終更新日：平成29年07月18日 3頁

前期基本計画 平成２８年度 施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進
０４ 積極的なＰＲと対話による情報の共有

企画政策課長  熊谷和久

950  滝沢市ホームページ管理運営事業

1,148 1,147 △0.1

1816  広報発行事業

16,989 16,388 △3.5

2932  視覚障がい者用広報作成事業

306 305 △0.3

7801  市民対話促進事業

0 0 0.0

10623  防災行政無線施設更新事業

0 0 0.0


